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１．はじめに

1

 令和２年４月１日に施行された「実用発電用原子炉の設置，運転等に関する規則」第５条第２項に，
設置変更許可本文十一号（以下「本文十一号」という。）の説明資料として，添付書類十一「変更後にお
ける発電用原子炉施設の保安のための業務に係る品質管理に必要な体制の整備に関する説明書」（以下
「添付書類十一」という。）が新たに追加された。

 このため，添付書類十一について，記載方針を検討のうえ，作成を行っている。
 本資料では，添付書類十一の記載方針及び記載内容について説明する。



２．添付書類十一の記載方針

2

 添付書類十一の記載事項については，「発電用原子炉施設の設置（変更）許可申請に係る運用ガイド」を参考に，令和２年４月１
日に届出を実施した本文十一号に基づく「設置許可申請に当たって実施した設計活動に係る品質管理の実績」，「その後の工事等の活
動に係る品質管理の方法及び組織等」を記載する。

 設計活動に係る品質管理の実績として，実施した設計の管理の方法を「3. 設計活動に係る品質管理の実績」に記載する。
 具体的には，組織について「3.1 本申請における設計に係る組織（組織内外の相互関係及び情報伝達含む。）」に，実施する各段階

について「3.2 本申請における設計の各段階とその審査」に，品質管理の方法について「3.3 本申請における設計に係る品質管理の方
法」に，調達管理の方法について「3.4 本申請における調達管理の方法」に，文書管理について「3.5 本申請における文書及び記録の
管理」に，不適合管理について「3.6 本申請における不適合管理」に記載する。

 その後の工事等の活動に係る品質管理の方法，組織等に係る事項については，「4. その後の工事等の活動に係る品質管理の方法等」
に記載する。

 具体的には，組織について「4.1 その後の工事等の活動に係る組織（組織内外の相互関係及び情報伝達含む。）」に，実施する各
段階について「4.2 その後の設計，工事等の各段階とその審査」に，品質管理の方法について「4.3 その後の設計に係る品質管理の方
法」，「4.4 工事に係る品質管理の方法」及び「4.5 使用前事業者検査の方法」に，設計及び工事の計画の認可申請（以下「設工
認」という。）における調達管理の方法について「4.6 設工認における調達管理の方法」に，文書管理について「4.7 その後の設計，工
事等における文書及び記録の管理」に，不適合管理について「4.8 その後の不適合管理」に記載する。

 また，設工認に基づき，「実用発電用原子炉及びその附属施設の技術基準に関する規則（平成25年６月28日原子力規制委員会
規則第６号）（以下「技術基準規則」という。）」への適合性を確保するために必要となる設備（以下「適合性確認対象設備」とい
う。）の施設管理について，「5. 適合性確認対象設備の施設管理」に記載する。

※上記の「」内の番号は，添付書類十一における項番号を示す。



３．添付書類十一の記載内容

3

 本申請に当たって実施した設計に係る品質管理並びにその後の工事等の活動に係る品質管理の方法及び組織等に係る事項については，
本文十一号に基づき実施する。

 適合性確認対象設備の施設管理は，技術基準規則への適合性を使用前事業者検査を実施することにより確認し，使用開始後において
は，安全上の重要度に応じた点検計画を策定し保全を実施することにより，適合性を維持する。

 また，品質管理に係る体制については，以下のとおりである。
設計及び調達並びにその後の工事等を実施する本店組織及び発電所組織に係る体制を第１図に示す。
設計及び調達の各プロセスを主管する箇所を第１表に示す。

第１図 適合性確認に関する体制表 第１表 設計及び調達の実施の体制

※上記の項番号は，添付書類十一における項番号を示す。


